
金
海
古
蹟
志
品
位

廿

る
。
共
後
佐
々
成
政
と
取
合
の
頃
、
此
御
堂
回
総
陀
公
よ
び
、
働
倣
・

経
傘
取
退
き
ぬ
る
中
陀
も
、
彼
太
子
の
木
像
は
退
け
mw
・干
。
院
主
光

相
官
悲
歎
し
て
、
次
総
の
跡
を
探
し
見
る
に
、
彼
木
抽
出
て
白
川の
損
じ
た

〈
.
微
笑
し
て
立
給
ム
。
共
後
腕
組
阿
寺
は
小
室
に
時
間
し
揖
借
り
.
英
国

品
ヰ
像
を
あ
た
へ

、
名
を
改
め
て
光

一
と
成
る
。
と
れ
股
済
生
死
流
柿
岬

今
身
光
一

野
の
川
同
文
に
よ
る
な
り
。
赴
よ
り
一
向
宗
の
滋
場
と
成

至
る
。
夫
よ
り
袋
主
主
附
と
い
ふ
。
帝
此
山
に
臨
幸
あ
り
。
承
久

年
新
月
十
日
院
主
に
勅
し
て
、
能
松
山
政
桝
寺
と
給
命
あ
り
。
か
く

て
二
年
御
座
候
内
‘
治
の
明
一
例
制
噌
臨
有
り
し
を
加
茂
村
と
云
ム
n
M

た
り
。
叉
皇
居
の
跡
は
今
御
門
村
と
い

ひ
、
百
問
の
困
地
主
鎖
家
と

い
う
て、

共
事
跡
前
駕
た
り
。
共
後
文
明
三
年
本
願
寺
の
蓮
如
上
人

北
図
化
部
の
比
.
恰
山
十
九
世
阿
附
間
利
徳
妨
.
此
迷
如
上
人
民
訪
し

て
法
喪
主
帯
問
し、

密
宗
を
改
め
て

悶
宗
に
入
り
ぬ
。

則
孤
陀
の

に
授
け
て
防
祷
あ
り
。
そ
れ
よ
り
十
三
世
の
法
印
開
銀
住
職
の
頃
、

阪
徳
院
天
皇
佐
渡
図
へ
巡
幸
の
到
。
気
比
の
宮
敦
賀
よ
り
御
紡
托
召

れ
し
に
.
海
上
逆
風
吹
き
て
、
既
に
御
邸
舶
し
づ
ま
ん
と
す
。
人
々

鳳
闘
銀
守
の
紳
々
陀
新
防
し
て
・
忽
ち
南
の
松
山
陀
能
燈
を
か
-
A

げ
、
モ
の
光
り
を
目
訟
に
し
て
、
御
備
を
寄
す
れ
ば
.

-
つ
の
岸
陀

，、

筒
屋
版
の
六
用
銀
に
も
、
安
江
木
町
既
済
寺
と
あ
り
。
さ
て
右
側
家

村
の
太
子
的
慨
も
.
今
は
光
椀
寺
守
秘
す
と
い
へ
り
。
叉
按
守
る
に
‘

順
抽
出
天
皇
承
久
三
年
佐
渡
図
巡
幸
の
時
‘
加
賀
閤
河
北
郡
英
問
郷
御

門
村
民
滞
在
し
給
ひ
し
事
は
.
=
一
州
志
帥
世
絵
絵
考
に
も
、
人
碑
に
云

ふ
。
順
徳
帝
佐
渡
図
へ
巡
幸
の
時
、
気
比
の
務
よ
り
逆
風
起
り
‘
御

仙
耐
蹴

K
後
ら
ん
と
す
。
此
の
時
帝
加
州
河
北
郡
英
関
郷
陀
相
官
〈
訓
即
座

七

と
あ
り
。
按
十
る
に
、
右
能
松
山
間
山
積
寺
は
.
則
ち
今
い
ム
英
聞
の

光
組
問
寺
が
来
憾
に

τ、
む
か
し
は
閉
山
積
寺
と
書
き
た
る
た
ら
ん
。
三

て、

絡
に
腕
組
問
寺
の
住
持
は
退
院
に
沿
よ
び
、
太
子
の
像
も
哲
室
K

問
問
り
給
ム
。

此
縫
の
七
郷
ま
た
元
の
ご
と
く
、
五
殺
熟
せ
し
と
い
ふ
。

の
・
取
り
わ
け
民
像
溢
践
を
m
E
般
に
沿
も
ひ
・
続
陀
上
京
し
て
、
本

山
本
願
喝
の
役
人
へ
怒
〈
飽
言
し
・
狛
ま
た
閣
法
に
も
訴
訟
を
企

の
都
な
り
。
共
後
彼
近
郷
殊
の
外
五
毅
不
熱
に
し
て
百
姓
た
だ
や
か

な
ら
や
。
赴
は
太
子
の
他
所
へ
移
り
給
ひ
し
ゅ
ゑ
か
と
.
旦
本
に
欽

き
.
叉
背
よ
り
此
太
子
の
堂
守
た
り
し
領
家
村
櫛
左
衛
門
と
い
ふ
も

郷
数
村
の
彦
…
帥
と
あ
が
め
て
、
二
月
廿
問
自
主
祭
日
と
す
。
共
後
政

務
寺
の
位
脱
光
雲
の
代・

夢
想
の
告
有
っ
て
、
鎖
家
村
よ
り
太
子
の

抽出

E
金
源
へ
迎
へ
た
る
花
、
較
々
と
来
り
給
ふ
。
是
一
冗
文
二
年
二
月
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